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社長

山﨑 智彦氏

発電から水素まで果敢に

日
本
建
設
工
業
は
、
第
２
次
世

界
大
戦
後
に
戦
火
で
失
わ
れ
た
産

業
施
設
を
一
日
も
早
く
復
興
し
よ

う
と
、
１
９
４
５
年
５
月
５
日
に

設
立
さ
れ
た
。

以
来
、戦
後
の
復
興
期
、高
度
成

長
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
電
力

・
製
鉄
産
業
の
建
設
や
保
守
を
主

な
事
業
と
し
て
手
掛
け
て
き
た
。

創
業
当
初
は
製
塩
装
置
関
係
に

携
わ
り
、

年
に
火
力
発
電
所
の

復
旧
工
事
や
製
鉄
所
の
建
設
工
事

を
開
始
。

年
か
ら
原
子
力
プ
ラ

ン
ト
に
進
出
し
た
。

現
在
、
同
社
は
電
力
プ
ラ
ン
ト

の
建
設
・
保
守
を
主
力
事
業
に
据

え
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ

ー
と
し
て
、
着
実
な
成
長
を
遂
げ

る
と
と
も
に
、
電
気
・
機
械
事
業

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
領
域
へ
の
挑

戦
を
続
け
て
い
る
。

同
社
の
強
み
は
主
に
「
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
力
」
と
「
技
術
力
」

に
集
約
さ
れ
る
。
２
つ
の
力
は
長

年
に
及
ぶ
施
工
経
験
で
厚
み
を
増

し
、
磨
か
れ
た
。

前
者
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力

は
工
事
の
計
画
力
、
施
工
管
理
能

力
、
営
業
力
、
価
格
交
渉
力
な
ど

を
総
称
す
る
。
こ
れ
に
対
し
後
者

の
技
術
力
は
、
設
計
技
術
力
と
溶

接
技
術
力
と
い
う
、
よ
り
現
場
に

近
い
技
術
領
域
を
指
す
。

技
術
力
の
一
つ
、
設
計
技
術
力

は
３
Ｄ
の
解
析
ソ
フ
ト
や
Ｃ
Ａ
Ｄ

を
駆
使
し
て
、
現
場
の
設
計
高
度

化
や
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対

応
を
実
現
す
る
。
溶
接
技
術
力
で

は
、
関
東
総
合
セ
ン
タ
ー
（
千
葉

県
市
原
市
）
に
育
成
拠
点
の
千
葉

工
場
を
有
し
、
技
術
・
技
能
者
の

高
度
な
ス
キ
ル
を
培
っ
て
き
た
。

溶
接
に
関
す
る
人
材
、
工
法
と
も

に
厚
み
を
増
し
、火
力
で
は
計

、

原
子
力
で
は
計

の
溶
接
施
工
法

を
取
得
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

充
実
し
た
技
術
基
盤
を
背
景
に
同

社
は
「
安
全
・
安
心
・
品
質
ノ
ー

ト
ラ
ブ
ル
」
を
掲
げ
、
技
術
を
経

営
の
中
核
に
据
え
る
。

�
�
�

戦
後
間
も
な
く
か
ら
、
同
社
は

火
力
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
工
事

に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
対
象
は

電
力
業
界
の
み
な
ら
ず
、
工
場
内

の
産
業
用
火
力
プ
ラ
ン
ト
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。

ボ
イ
ラ
ー
、
タ
ー
ビ
ン
、
自
家

用
発
電
設
備
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
発
電
と
、
多
様
な
設
備
に

対
応
し
、
豊
富
な
経
験
と
先
進
技

術
で
「
他
社
が
容
易
に
は
追
い
つ

け
な
い
」
立
場
を
築
い
た
。

原
子
力
で
は
、
日
本
で
の
黎
明

（
れ
い
め
い
）
期
か
ら
参
画
し
、

原
子
力
産
業
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ト

会
社
の
「
パ
イ
オ
ニ
ア
」
を
自
負

す
る
。
原
子
力
を
取
り
巻
く
環
境

は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
大
き
く

変
わ
っ
た
が
、
同
社
は
安
全
対
策

工
事
、
廃
炉
工
事
を
含
め
、
原
子

力
プ
ラ
ン
ト
を
支
え
る
企
業
と
し

て
、
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

原
子
炉
関
連
設
備（
格
納
容
器
、

原
子
炉
容
器
、
蒸
気
発
生
器
な

ど
）
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
再
処
理

施
設
・
新
型
炉
な
ど
主
要
な
領
域

を
網
羅
し
て
事
業
を
進
め
て
い

る
。

�
�
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脱
炭
素
へ
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
中
、
燃
焼
に
伴
う
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
�
）
を
排
出
し
な
い

水
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
活

用
す
る
取
り
組
み
が
産
業
界
で
進

ん
で
い
る
。

プ
ラ
ン
ト
工
事
を
手
掛
け
て
き

た
同
社
は
、
新
規
事
業
と
し
て
水

素
に
着
目
し
、
グ
リ
ー
ン
水
素
発

電
実
証
モ
デ
ル
設
備
を
関
東
総
合

セ
ン
タ
ー
に
構
築
し
た
。

太
陽
光
発
電
の
電
力
を
使
っ
た

水
電
解
に
よ
っ
て
水
素
を
製
造

し
、
低
圧
タ
ン
ク
に
貯
蔵
。
専
用

の
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
を
通
じ
て
供

給
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。
施
設

の
中
に
は
燃
料
電
池
や
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
充
電
器
も
備
え
て

い
る
。

水
素
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

構
築
し
た
こ
と
を
強
み
と
し
て
同

社
は
今
後
、
設
備
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
や
装
置
の
据
え
付
け
と
い

っ
た
施
工
需
要
を
取
り
込
ん
で
い

く
。

日本建設工業 創立周年

＜ インタビュー
―
―

経
営
ト
ッ
プ
と
し
て

創
立

周
年
を
迎
え
る
。
そ

の
重
み
を
ど
う
感
じ
て
い
る

か
。「


年
も
の
歴
史
を
築
け

た
の
は
、
社
員
一
人
一
人
の

尽
力
と
お
客
さ
ま
を
は
じ
め

取
引
先
や
株
主
、
先
輩
方
な

ど
様
々
な
人
た
ち
の
お
力
添

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思

う
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を

契
機
に
『
人
財
と
技
術
を
大

切
に
す
る
伝
統
』
を
さ
ら
に

磨
き
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
す
企
業
へ
進
化
し
て
い
き

た
い
。
創
立
１
０
０
周
年
に

向
け
、
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
つ
つ
、
持
続
可
能
な
成

長
と
革
新
を
追
求
す
る
」

―
―

長
い
社
業
を
振
り
返

り
、
転
換
点
あ
る
い
は
飛
躍

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
業

は
。「

創
業
当
初
か
ら
火
力
発

電
所
や
原
子
力
発
電
所
の
建

設
工
事
に
携
わ
り
、
そ
の
地

に
残
り
駐
在
す
る
こ
と
で
、

お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を

築
い
て
き
た
。
原
子
力
で
は

国
内
す
べ
て
の
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加

圧
水
型
軽
水
炉
）
発
電
プ
ラ

ン
ト
に
当
社
は
常
駐
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
当
社
の
歴
史

が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
の

２
０
１
３
年
か
ら
始
ま
っ
た

新
規
制
基
準
対
応
の
安
全
対

策
工
事
や
、
特
定
重
大
事
故

等
対
処
施
設
に
お
い
て
多
く

の
工
事
を
受
注
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
」

「
社
内
で
は
品
質
管
理
を

徹
底
し
て
い
る
。
１
９
９
８

年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認

証
、
２
０
０
５
年
に
は
溶
接

管
理
プ
ロ
セ
ス
認
証
を
取
得

す
る
な
ど
、
品
質
お
よ
び
コ

ア
技
術
の
向
上
に
努
め
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
当
社
の
こ
れ
ま

で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
」

―
―


周
年
を
き
っ
か
け

に
改
め
て
成
長
戦
略
を
ど
の

よ
う
に
描
く
か
。

「
当
社
の
強
み
は
、
こ
れ

ま
で
の
豊
富
な
施
工
実
績
で

培
っ
た
『
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
力
』
と
『
技
術
力
』
に
あ

る
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
コ
ア
技
術
に
加

え
、
将
来
を
見
据
え
て
開
拓

す
る
領
域
に
水
素
事
業
が
あ

る
」―

―

水
素
事
業
に
は
具
体

的
に
ど
う
取
り
組
む
。

「

年
に
関
東
総
合
セ
ン

タ
ー
内
に
お
い
て
『
グ
リ
ー

ン
水
素
発
電
実
証
モ
デ
ル
設

備
』
を
整
備
し
た
。
こ
こ
は

モ
デ
ル
設
備
で
は
あ
る
が
、

水
素
製
造
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
が
整
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
で
製
造
し
た
水
素

に
つ
い
て
は
一
歩
踏
み
込
ん

だ
商
談
が
成
立
し
、
今
年
は

初
め
て
水
素
の
販
売
も
開
始

し
た
。
脱
炭
素
と
い
う
大
き

な
流
れ
を
背
景
に
、
こ
う
し

た
事
業
を
伸
ば
し
、
成
長
戦

略
の
足
が
か
り
に
し
て
い

く
」―

―

企
業
の
将
来
像
を
描

く
上
で
、
人
材
確
保
は
欠
か

せ
な
い
。
一
方
で
、
建
設
・

工
事
業
界
は
担
い
手
不
足
が

深
刻
だ
が
。

「
若
い
世
代
に
と
っ
て
、

当
社
が
よ
り
魅
力
あ
る
企
業

へ
と
変
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
当

社
で
働
き
た
い
と
い
う
人
を

増
や
そ
う
と
、
様
々
な
こ
と

を
実
施
・
検
討
し
て
い
る
。

例
え
ば

年
度
か
ら
は
最
低

有
給
付
与
日
数
を
増
や
し
、

初
任
給
も
見
直
し
た
。ま
た
、

学
生
の
時
に
借
り
た
奨
学
金

の
返
済
支
援
も
今
年
度
か
ら

行
う
こ
と
と
し
た
。
他
に
も

快
適
さ
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

重
視
し
た
社
宅
の
整
備
な
ど

も
進
め
て
い
る
」

―
―

広
く
発
信
し
た
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
は
。

「
当
社
は
総
合
プ
ラ
ン
ト

建
設
業
と
し
て
、
生
活
基
盤

を
支
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

定
供
給
と
い
う
社
会
的
責
任

を
担
っ
て
い
る
。
今
後
も
社

会
の
安
定
と
成
長
に
貢
献

し
、
信
頼
さ
れ
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
し
た
い
。
ま
た
、

お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
、
事
業
環
境
も
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
中
、
コ
ア
技

術
と
新
た
な
技
術
を
融
合

し
、
新
規
事
業
、
新
規
顧
客

を
開
拓
す
る
。
そ
し
て
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
成
長
し
た
姿
で
の

『
創
立
１
０
０
年
超
え
企
業
』

を
目
指
す
」

エ
ン
ジ
と
技
術
、成
長
の
両
輪

�
会
社
概
要

社会支え価値生む企業へ進化

日
本
建
設
工
業
の

あ
ゆ
み

火力、原子力事業を中心に着実な成長を遂げた

（写真は原子力事業のタービン据え付け工事）

時代の脱炭素ニーズに応える水素事業

（写真は自立型再エネ水素発電設備）

社宅の充実をはじめ若い世代

の確保に取り組む（写真は東

京都大田区にある矢口社宅）

■

１
９
４
５
年
５
月

帝
國
機
械
建
設
株
式
会
社
と
し
て
東
京
都
大
田
区
に
設
立

■

１
９
４
６
年
４
月

日
本
建
設
工
業
株
式
会
社
に
社
名
を
変
更
、

本
社
を
大
田
区
調
嶺
町（
現
西
嶺
町
）に
移
転

■

１
９
４
８
年

北
海
道
炭
砿
汽
船
清
水
沢
発
電
所
据
え
付
け
工
事

（
以
降
、
全
国
の
火
力
発
電
所
工
事
に
参
画
）

■

１
９
６
７
年

関
西
電
力
美
浜
原
子
力
発
電
所
据
え
付
け
工
事

（
以
降
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
工
事
に
参
画
）

■

１
９
７
７
年

イ
ラ
ク
・
ハ
ル
サ
発
電
所
据
え
付
け
工
事
に
参
画

■

１
９
８
１
年

香
港
電
力
・
ラ
ン
マ
発
電
所
据
え
付
け
工
事
に
参
画

■

１
９
９
５
年

日
本
原
燃
六
ケ
所
事
業
所
再
処
理
施
設
Ｆ
施
設
建
設
工
事
に
参
画

■

１
９
９
５
年

月

本
社
を
港
区
新
橋
か
ら
現
在
地（
中
央
区
月
島
）に
移
転

■

２
０
１
９
年
６
月

関
東
総
合
セ
ン
タ
ー
開
所

■

２
０
２
２
年
７
月

水
素
発
電
実
証
モ
デ
ル
設
備
竣
工

■

２
０
２
５
年
５
月
５
日

創
立

周
年
を
迎
え
る

日本建設工業は５月５日に創立周年を迎えた。建設・保守の

技術を戦後の産業復興に生かしながら､時代とともに業容を拡大｡

現在は発電プラントなどを対象とした総合エンジニアリング企業

として確固たる地位を築いた。事業は主力のエンジニアリングに

とどまらず、水素事業など時代の脱炭素ニーズに応える分野に果

敢に挑戦する。ここでは周年を機に成長戦略を描く山﨑智彦社

長のインタビューを交え、同社の現在と今後を紹介する。


